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同
和
地
区
の
出
身
者
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
結
婚
や
就
職

に
お
い
て
不
利
な
扱
い
を
受
け

た
り
、
差
別
的
言
動
を
受
け
る

な
ど
、
全
て
の
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
は
ず
の
基
本
的
人
権

が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
「
同

和
問
題
」
で
す
。 

 

「
同
和
問
題
」
は
、
日
本
の

古
い
歴
史
の
中
で
作
ら
れ
た
差

別
が
形
を
変
え
、
現
代
社
会
に

依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
重

要
で
か
つ
現
実
の
問
題
で
す
。 

 

同
和
地
区
出
身
者
が
講
演
の

中
で
、「
い
ま
だ
に
差
別
の
な
く 

            
な
ら
な
い
理
由
の
一
番
は
、
同

和
地
区
・
同
和
地
区
の
人
々
は

怖
い
と
い
っ
た
間
違
っ
た
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が 

         

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
す

ご
く
辛
い
」
と
話
し
て
ま
し
た
。 

 

こ
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
（
固
定
観
念
）
や

偏
見
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。 

何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
そ

こ
に
住
む
全
て
の
人
が
怖
い
と

思
い
込
む
意
識
が
、
こ
の
よ
う

な
偏
見
を
生
み
出
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。 

 

た
だ
単
に
、
そ
の
地
域
に
生

ま
れ
た
だ
け
、
そ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
だ
け
で
、
あ
そ
こ
は

怖
い
と
か
む
ず
か
し
い
と
い
っ

た
、
い
わ
れ
の
な
い
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
、
差
別
を
受
け
る
。

日
常
で
辛
い
目
に
遭
う
。
い
つ

ま
で
も
、
こ
ん
な
理
不
尽
な
差

別
が
残
っ
て
良
い
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

正
し
い
知
識
を
持
た
な
い
ま

ま
で
、
風
評
や
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
に
接
し
た
時
、
そ
れ
を
簡

単
に
受
け
入
れ
て
し
ま
い
、
さ

ら
に
広
め
て
し
ま
い
ま
す
。
知

ら
な
い
、
ま
た
、
自
分
に
は
関

係
な
い
、
と
い
っ
た
無
知
・
無

関
心
は
差
別
を
助
長
し
か
ね
ま

せ
ん
。 

 

ま
ず
、
同
和
問
題
に
対
し
て

関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
る
同
時
に
、
差
別
を

受
け
て
い
る
側
の
立
場
に
立
っ

て
、
ど
う
す
れ
ば
差
別
が
解
消

す
る
の
か
を
一
人
ひ
と
り
が
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

ご意見ご感

想をお聞か

せ下さい。 
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分
県
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よ
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第 289 号 

「
無
知
・
無
関
心
」
の
無
を
な
く
す 

」 

  

 

※先月号でお知らせしました「ネパール地震復興

支援トーク＆コンサート」が下記のとおり開催さ

れます。多くの参加をお願いします。 

 

開催日時 ９月５日(土)18:00開場 18:30開演 

 

開催場所 宇佐市教育会館 

              ※入場無料 

トーク   中野美幸 

コンサート ヒューマンバンド熱と光 

      （宮﨑 保・瀧口 準） 
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今年度の「隣保館ふれあい広場（リバティフェスタ）」の日程が、７月１６日の実行委員会で下記の

とおり決定しました。内容の詳細については、今後の実行委員会で話し合っていき、１０月２５日号

の隣保館だよりで、お知らせしたいと思います。バザー等の参加について希望等がありましたら、当

隣保館（０９７８－３３－１７０７）までお問い合わせください。人権についてわかりやすく、楽し

みながら考える一日にしたいと思っています。多くのご参加をお願いします。 

 

日時  １２月５日(土)10:00～ 

場所  宇佐市隣保館 

         ※内容   保育園児によるオープニング・記念講演 

・体験コーナー・バザー等々 

 

 

 

                            

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ９月の休日開館 

第２日曜日  9 月 13 日 10:00～12:00       第４日曜日  9 月 27 日 10:00～12:00 

       隣保館休日サロン               ヒューライツ・シネマ 

・ハローワークの求人票等の閲覧          上映映画 「ホタル」 
・悩み事の相談等々                      

                      上映時間   10:00～ 

※当番の職員が対応します。普段お仕事              

等で来館出来ない方は、この機会に是非             上映場所 隣保館・集会室（２階）                

ご利用ください。                            ※入場無料 

  

著書名 

「 子どもを見る眼 」 
～先生たちへの応援歌～ 

  著者 土田光子 

 発行 解放出版社 

 

ベテラン世代から若い教員へ

伝えておきたい「子ども観」「子

どもをどう見るか」をまとめた

メッセージ 

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00  山村開発センター 

          （院内支所内） 

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きしま

す。お気軽にお越しください。 

昨年度の記念講演の様子 


